
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 長崎医療技術専門学校 
設置者名 学校法人 玉木学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

理学療法学科  2,900時間 240時間  

 
夜 ・

通信 
   

医療専門課程 

作業療法学科  2,935時間 240時間  

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
（理学療法学科） 

chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2024/05/info_subject_pt_2024.pdf 

 

(作業療法学科) 

chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2024/05/info_subject_ot_2024.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 長崎医療技術専門学校 
設置者名 学校法人 玉木学園 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2024/06/info_boardmember_list_202406.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 
非常勤 銀行員 令和５年１

０月１６日

～令和９年

１０月１５

日 

学園運営に係る予

算・決算の精査およ

び決定 

非常勤 銀行員 令和５年１

０月１６日

～令和９年

１０月１５

日 

学園運営に係る予

算・決算の精査およ

び決定 

非常勤 看護師 令和５年１

０月１６日

～令和９年

１０月１５

日 

学園運営に係る予

算・決算の精査およ

び決定 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 長崎医療技術専門学校 
設置者名 学校法人 玉木学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

1月に次年度の科目担当が決定後、各科目担当が授業計画を作成する。 

授業計画（シラバス）は、講義概要、到達目標、学生への要望、授業計画（回数、ス

ケジュール）、評価方法、教科書、参考書を明記する。3月に各科目担当者が作成した

授業計画を教務委員会で集約。学生は HP からの閲覧を基本とし、図書室等でも閲覧

可能。非常勤講師には印刷製本したものも配布する。 

授業計画書の公表方法 

HP に掲示 

理学療法学科 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmk

aj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2024/04/syllabus_20240

4_pt.pdf 

 

 

作業療法学科 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmk

aj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2024/04/syllabus_20240

4_ot.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の授業時数の 3 分の２以上の出席をもって定期試験の受験資格と

する。 

成績の評価は、A（100点～80点）、B（79点～70点）、C（69点～60点）、D

（59点以下）で、A、B、Cは合格とし、Dは不合格とする。本試験で不合格

点を取った者には再試験を行い、60点以上を合格点とする。合格点を取っ

た者には、各授業科目の単位を授与している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

定期試験において各科目を 100点満点で採点し、前期定期試験と後期定期試験の総得

点を科目数で割った平均を元にクラス順位を決定する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmk

aj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2021/12/info_distributioni

ndex.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

（卒業要件） 卒業学年の最初に、卒業要件について資料を配布し、卒業年次に履修が

必要な科目の明治と単位修得に必要な具体的課題の説明を行う。 以下、理学療法学科

８科目、作業療法学科７科目の単位を全て単位修得することが卒業の条件となる。 ①

総合治療論Ⅱ：講義の出席と課題ノートの提出 （2単位 50時間） ②理学療法管理学

Ⅱ・作業療法管理学Ⅱ：講義の出席と課題ノートの提出 （1単位 15時間） ③地域リ

ハビリテーション論：講義の出席と課題ノートの提出 （1単位 15時間） ④理学療法

評価学Ⅳ：講義の出席・活動状況と課題ノートの提出 （1単位 20時間） ※理学療法

学科のみ ⑤臨床実習Ⅲ：実習への出席と課題提出、実習報告会での発表 （16単位 720

時間） ⑥臨床実習Ⅳ：実習への出席と課題提出、実習報告会での発表 （1単位 45時

間） ⑦総合学習Ⅱ：国家試験対策講義への出席と卒業試験＊1 （2単位 80時間） ⑧

総合学習Ⅲ：模擬試験とクラス模試の結果と国家試験対策グループ学習への参加 （2

単位 80時間） 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmk

aj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2024/05/info_graduation_

requirements.pdf 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 長崎医療技術専門学校 
設置者名 学校法人 玉木学園 

 

１．財務諸表等 
財務

諸表

等 

公表方法 

貸 借

対 照

表 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igis

en.com/wp-content/uploads/2024/06/r5_info_balancesheet.pdf 
収 支

計 算

書 又

は 損

益 計

算書 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igis

en.com/wp-content/uploads/2024/06/fund_balance_statement.pdf 

財 産

目録 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igis

en.com/wp-content/uploads/2024/06/r5_info_inventory.pdf 

事 業

報 告

書 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igis

en.com/wp-content/uploads/2024/06/r5_info_Businessreport.pdf 
監 事

に よ

る 監

査 報

告

（書） 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igis

en.com/wp-content/uploads/2024/06/r5_info_audit_report.pdf 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 理学療法学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

昼 

3215/110 

単位時間／単位 

2000 時間

/82 単位 

90 時間/3

単位 

1125 時間

/25 単位 

0 時間/0

単位 

0 時間/0

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 110人 0人 7人 37 人 44人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 



  

（概要）1月に次年度の科目担当が決定後、各科目担当が授業計画を作成する。 

授業計画（シラバス）は、講義概要、到達目標、学生への要望、授業計画（回数、ス

ケジュール）、評価方法、教科書、参考書を明記する。3月に各科目担当者が作成し

た授業計画を教務委員会で集約。学生は HP からの閲覧を基本とし、図書室等でも閲

覧可能。非常勤講師には印刷製本したものも配布する。 

成績評価の基準・方法 

（概要）授業科目の授業時数の 3 分の２以上の出席をもって定期試験の受験資格と

する。成績の評価は、A（100点～80 点）、B（79点～70 点）、C（69 点～60 点）、

D（59点以下）で、A、B、Cは合格とし、Dは不合格とする。本試験で不合格点を取っ

た者には再試験を行い、60 点以上を合格点とする。合格点を取った者には、各授業

科目の単位を授与している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）（卒業要件）以下 4 科目の単位を全て単位修得することが卒業の条件とな

る。 

① 総合治療論（2単位 50時間）：前期講義全般の出席と課題ノートの提出 

②臨床実習Ⅲ（16単位 720時間）：実習への出席と課題の提出及び発表 

③地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ演習（1単位 15時間）実習への出席と課題の提出 

④総合学習Ⅱ（2単位 80時間）：後期国家試験対策講義への出席と卒業試験 

（進級要件） 

学年ごとに設定した科目の定期試験等に合格し、全て履修する。 

学修支援等 

（概要）1～3 年次まで同じ教員が担任を務め、加えて副担任がいることで、学生の

生活面や学習状況を捉え、適時学生と関わり、助言や指導をしている。その他に研究

班を設け、担任の他に属する教員と関わることで、より教員との関わりを増やし、生

活面や学習面へのサポートが行き渡るようにしている。それでも成績が向上しない学

生においては学習計画・方法の見直しをさせ、放課後の補習等も積極的に行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 36人 

（100％） 

0人 

（  0.0％） 

33人 

（  91.7％） 

3人 

（  8.30％） 

（主な就職、業界等）医療・福祉業界 

（就職指導内容） 

就職関連説明会 

 就職セミナー（講師：ヤングハローワーク長崎、フレッシュワーク長崎） 

 身だしなみ講座（講師：洋服の青山） 

 面接練習（個別） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

理学療法士（国家資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  118人 12人  10.1％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不良、進路変更の為 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制と班制をダブルで行っており、進路に悩んでいる学生をより早く気付けるよう

にしている。学生より相談があった場合は、複数回の面談に加え、保護者との連絡を

密に取り合いながら前に進めるようなサポートを行っている。また、週に 1回スクー

ルカウンセリングを行えるような環境も整えている。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 作業療法学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３

年 

 

昼 
3250/112 

 

単位時間／単位 

2320 時

間 

/84単位 

105時間

/3 単位 

1125 時

間/25 単

位 

0 時間/0

単位 

0 時間/0

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 76人 0人 7人 37 人 44人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）1月に次年度の科目担当が決定後、各科目担当が授業計画を作成する。 

授業計画（シラバス）は、講義概要、到達目標、学生への要望、授業計画（回数、ス

ケジュール）、評価方法、教科書、参考書を明記する。3月に各科目担当者が作成し

た授業計画を教務委員会で集約。学生は HP からの閲覧を基本とし、図書室等でも閲

覧可能。非常勤講師には印刷製本したものも配布する。 

成績評価の基準・方法 

（概要）授業科目の授業時数の 3 分の２以上の出席をもって定期試験の受験資格と

する。成績の評価は、A（100点～80 点）、B（79点～70 点）、C（69 点～60 点）、

D（59点以下）で、A、B、Cは合格とし、Dは不合格とする。本試験で不合格点を取っ

た者には再試験を行い、60 点以上を合格点とする。合格点を取った者には、各授業

科目の単位を授与している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）（卒業要件）以下 4 科目の単位を全て単位修得することが卒業の条件とな

る。 

① 総合治療論（2単位 50時間）：前期講義全般の出席と課題ノートの提出 

②臨床実習Ⅲ（16単位 720時間）：実習への出席と課題の提出及び発表 

③地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ演習（1単位 15時間）実習への出席と課題の提出 

④総合学習Ⅱ（2単位 80時間）：後期国家試験対策講義への出席と卒業試験 

（進級要件） 

学年ごとに設定した科目の定期試験等に合格し、全て履修する。 

学修支援等 



  

（概要）1～3 年次まで同じ教員が担任を務め、加えて副担任がいることで、学生の

生活面や学習状況を捉え、適時学生と関わり、助言や指導をしている。その他に研究

班を設け、担任の他に属する教員と関わることで、より教員との関わりを増やし、生

活面や学習面へのサポートが行き渡るようにしている。それでも成績が向上しない学

生においては学習計画・方法の見直しをさせ、放課後の補習等も積極的に行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 18人 

（100％） 

1人 

（5.6％） 

15人 

（83.3％） 

2人 

（11.1％） 

（主な就職、業界等）医療・福祉業界 

（就職指導内容） 

就職関連説明会 

 就職セミナー（講師：ヤングハローワーク長崎、フレッシュワーク長崎） 

 身だしなみ講座（講師：洋服の青山） 

 面接練習（個別） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

作業療法士（国家資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  76人 7人  9.2％ 

（中途退学の主な理由） 

成績不良、進路変更の為 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制と班制をダブルで行っており、進路に悩んでいる学生をより早く気付けるよう

にしている。学生より相談があった場合は、複数回の面談に加え、保護者との連絡を

密に取り合いながら前に進めるようなサポートを行っている。また、週に 1回スクー

ルカウンセリングを行えるような環境も整えている。 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

理学療法

学科 
160,000 円 980,000円 270,000円 

施設設備費 150,000円 

実習費  120,000円 

作業療法

学科 
160,000 円 980,000円 220,000円 

施設設備費 100,000円 

実習費  120,000円 



  

     

     

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2024/05/r5_info_school_evaluation.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

教育関係者、卒業生、関連業界等関係者、企業の 5 名以上で構成し、本校の自己評価

結果（教育理念・目的、学校運営、教育活動、学習成果、学生支援、教育環境、学生の

受け入れ募集、財務、法令順守、社会貢献・地域貢献）について客観的に評価していた

だき、特に評価の低い項目においては、次回の会議までに対応策を報告できるように

検討・実施している。会議の開催は 3月と 10月の年 2回実施している。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

長崎県美容専門学校 学校長 R5.10.1～R6.9.30 教育関係者 

医療法人 重工記念長崎病院 

理学療法士 
長崎医療技術専門学校同窓会同門会 

R5.10.1～R6.9.30 

卒業生 

医療法人和仁会 和仁会病院  

作業療法士 

R5.10.1～R6.9.30 
卒業生 

医療法人社団大同会 

ニュー琴海病院 看護師 

R5.10.1～R6.9.30 
関連業界等関係者 

㈱ENTOWA  R5.10.1～R6.9.30 企業 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

R5年第１回会議 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2023/10/info_schoolofficial_evaluation_record_r5_001.pdf 

 

 

 

 

R5年第２回会議 

chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.igisen.com/wp-

content/uploads/2024/05/info_schoolofficial_evaluation_record_r5_002.pdf 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 



  

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.igisen.com/ 

 

 


